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　今、ご紹介をいただきました、福岡大同青果
の手嶋です。私からは、今回のテーマでありま
す、コロナ禍による流通の影響を、多様な流通
チャネルの中でも、青果物においては主力であ
り、流通の出発点に近い市場から、青果物に関
しまして報告をさせていただきます。
　皆さんご承知かと思いますけれども、青果の
市場流通は、青果物の産地から市場に野菜や果
物が集まり、私ども卸、そして仲卸や買参人を
介しまして、スーパー等の小売店や加工工場、
または飲食店に納入され、皆さま方消費者に届
くといったような流れにあります。
　まずは青果物のスタートであり、私ども市場
から見ました場合には川上でもあります、生産
地の私どもへの入荷の状況であります。ここに
ありますように、国産青果物は総じてコロナの
影響は、幸い産地が郊外、もしくは地方が中心
といったこともあり、大きな影響は見られませ
ん。ただもって、春先からの天候不順による、
野菜、果物ともに生育不良から、ずっと今、市
場の入荷量は減少しているような状況でありま
す。
　また、輸入青果物の野菜は、外食、中食にお
いての需要減もありますが、国産の不足を一部
では補うといったような動きから、入荷は増加
いたしました。また、輸入果実におきましては、
コロナの影響での巣ごもりでの内食需要増で、
増加推移であります。こういったことで、市場
全体といたしましては、コロナによる大きな影
響はないものの、大変厳しい生育状況から、平
年を下回る入荷量なっているところです。
　一方、市場から出ていく、私どもから見た場
合の川下の状況は、市場から多方面へ、多様な
需要に向けて流れていくわけです。まず、内食
需要を担うスーパー等小売りに向けては、巣ご
もり消費による需要増が伺えます。また、中食
需要を担います業務加工向けは、製品、商品の
家庭消費増から加工需要増が見られておりま
す。また、外食需要を担います飲食店向けは、
外出自粛や営業自粛で需要が減少しているよう
に伺えます。
　次に、今、申し上げました、私どもから見た
川上、川下の状況を、私ども市場の取り扱い実
績をもとに確認していきたいと思います。
　まず最初に、仲卸の取り扱い前年対比です。
私ども福岡の青果市場には、仲卸が35社ありま
して、それぞれに多方面へ青果物の卸を行って
いるところです。ここに仕向け先が比較的特化
いたしました仲卸５社の本年の４月から７月の
取り扱い前年比を示しております。
　ここにありますように、仲卸Ａおよび仲卸Ｂ
は、量販店中心の納入であります。巣ごもり需
要で、数量、金額ともに前年を上回っている状
況であります。
　次に仲卸Ｃにつきましては、業務加工中心の
納入であります。中食需要の増で、これも前年
を大きく上回る状況であります。
　それから仲卸Ｄもしくは仲卸Ｅにつきまして
は、ホテル、飲食店中心の納入でありまして、
外食自粛で前年を下回った実績というようなと
ころであります。仲卸全体では、私ども福岡の
市場につきましては、市場流通が小売り向けウ
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エートが高いということもありまして、全体と
いたしましては巣ごもり需要から前年を上回る
取り扱いになっているところです。
　ページの３、４につきましては野菜、ページ
５につきましては果実の、過去３カ年の４月か
ら７月の平均値と本年の比較を、特徴的な品目
と、国産および輸入別、それぞれの総合計を表
示し、その右端にはそれぞれの取扱数量および
単価の今年の平均値との違いの原因を、私なり
に推察したところを載せております。
　ページ３でありますけれども、ここにありま
す品目別、エノキ、シメジ、小松菜、白ネギ、 
キュウリ、これらにつきましては、施設野菜も
しくは比較的本年が順調な生育であったこと
で、順調な入荷があり、また、家庭内消費とい
うことでの巣ごもり需要で、数量、単価ともに
平年値を上回った実績が残っております。
　それから、ピーマン、トマト、キャベツ、レ
タス、ダイコン、こうしたものにつきましては、
先ほど申し上げましたように、今年の天候不順
からの生育不良というようなことで入荷が減し
ている。
　ただもって、当然ながらやはりコロナの関係、
巣ごもり需要がありまして、単価につきまして
は平均値を大きく上回っている状況です。
　また白菜につきましては、学長からもお話が
ございましたように、巣ごもり需要からの家庭
消費も増しております。ある面、私どもにおき
ましては、キムチの加工需要があり、免疫力 
アップとかそういったことで、巣ごもり需要の
高まりから、数量、単価ともに平年値を上回っ
た実績が残っております。
　一方、タマネギにつきましては、平均値より
も数量が少ないわけでございますけれども、こ
れにつきましては、やはり天候不良の中から、
非常に今年は佐賀産等のタマネギの品質が悪
かったということで、圃場で廃棄した背景もご
ざいました中で、入荷が減少しております。入
荷が減少したにもかかわらず、これにつきまし
ては中食、外食の需要部分が高い品目でありま
す関係で、単価につきましても、平均値よりも
安いというような結果が残っております。
　それから、「その他妻物類」ということで載
せておりますけれども、これは刺し身のツマ等
に、脇に乗っておりますベニタデとか木の芽と
か菊花、こういったものですね、まさしくツマ
物野菜でありますけれども、これは外食需要の
減から、ここにありますように、大変厳しい入
荷単価となっているところでございます。
　以上、国産の野菜は天候不順からの生育不良
で入荷減、一部の輸入品目では、この不足を補
う動きもありましたけれども、野菜全体では、
国内が非常に作柄が悪いということで、結果的
には全体といたしましても入荷が少ない。巣ご
もり需要の高まりから、テレビ、新聞等で報じ
られておりますけれども、非常に今年の野菜は
価格が高いといったような状況になっていると
ころであります。
　５ページにつきましては、同じように果実を
載せております。ここにありますように、バナ
ナ、キウイにつきましては、まさしく巣ごもり
需要で売れるというようなことで、コロナ関係
で一部分、輸入の船とか船コンテナあたりの乱
れがありまして、部分的には国内に入ってくる
量が少ない時期もありましたけれども、この４
月から７月のスパンの中では、需要が高い、売
れるということで、輸入業者さん等も非常に積
極的な動きをしたということで、まさしく入荷
も単価も平年値を上回った状況であります。
　それから、オレンジも同様でございます。た
だもって、巣ごもり需要で非常に売れるという
ことで、積極的な輸入をしております関係で、
こういう数値であります。ただやはり、思い 
切って輸入商社関係が積極的な販売促進策を
打ったということで、価格につきましては平年
値、それから通常、入ってこないような地域か
らも積極的に入れたということもございます。
そういったことで、非常に需要の高まりはあっ
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たんですけれども、結果的には単価は平年値を
若干下回ったというかたちであります。
　リンゴにつきましては、非常に今年は作柄が
悪く、残量が非常に少ないということで、大き
く入荷が減しております。需要は、巣ごもり需
要で非常に高いということで、とんでもないよ
うな単価高で今年は推移したという状況であり
ます。
　続きまして、国産のマンゴーや静岡のメロン。
まさしく私どもの言葉で言いました場合の高級
果実です。これにつきましては、ホテル等の高
級果実の需要が減少したことで、必然的に入荷
は引き合いが薄いものですから、入荷は減りま
した。
　マンゴーにつきましては、高級果実としての
需要は薄かったんですけれども、今年は値段が
たぶん安いよということで、スーパー等でも
売っていただいた。まさしくこれにつきまして
は、巣ごもり需要の中から産地も覚悟していた
んですけれども、なんとかかんとか価格を持ち
こたえたという状況であります。ただ静岡メロ
ンにいたっては、巣ごもり消費の対象とならず、
残念ながら単価安となりました。輸入のレモン
につきましては、非常に外食での扱いが多い果
物でありまして、まさしく需要減で、入荷、単
価ともに平年値を大きく下回った状況となって
おります。
　以上のように、国産果実は作柄不良から入荷
が減、巣ごもり需要で単価は高くなっておりま
す。輸入の果実はということになりましたら、
このように国産が不足しております関係、それ
からまた、巣ごもり需要が非常に高まるという
ようなことで、入荷増となっています。ただ単
価は、先ほど申しましたように、積極的に、例
年以上にいろいろな地域から物を入れ込んだと
いうこともありまして、結果的には若干価格が
下回っておりますけれども、これは需要が低
かったという内容ではございませんので、ご理
解いただきたいと思います。果実総合では、国
産の作柄不良が響き、入荷は減少しています。
巣ごもり需要から単価高で推移いたしました。
福岡市場の動向は、以上でございます。
　現在、このコロナ禍におきまして市場におけ
る対応といたしましては、私どもは絶対に青果
物の流通を止めてはならないという思いで使命
感を持って感染予防策を講じつつ、業務にあ
たっているところです。
　最後にですけれども、食料自給率および食料
安全保障の観点、または健康増進の点からも、
青果物の消費拡大が進み、需要が増大し、それ
が特に国内での生産維持・拡大につながってい
きますように、本日ご参加の皆さま方に、ぜひ
ともお力添えをお願いし、私からの報告とさせ
ていただきます。ご清聴ありがとうございまし
た。
（終了）
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⻘果市場からの報告
コロナ禍における福岡市⻘果市場の動向
発表者 ： 福岡⼤同⻘果株式会社
専務取締役 手嶋雄二
１．川上入荷事情
国産⻘果物 ⇒ 野菜・果実共に総じて、コロナ禍の影響は見られないが、
春先の低温及び⻑⾬・⽇照不⾜による⽣育不良で数量減少。
輸入⻘果物 ⇒ 輸入野菜は外食・中食の需要減の一方、国産の不⾜から
一部品目で増加。
輸入果実は内食需要増から数量増加。
１
２．川下需要事情
内食（小売向け） ⇒ 巣篭もり消費による需要増
中食（業務加工向け）⇒ キムチ・冷凍食品等の家庭消費増で加工需要増。
＊一部、惣菜については減少。
外食（飲食店向け） ⇒ 外出自粛・営業自粛により需要減。
＊給食：学校・社食は休校やテレワーク等で需要減。
病院・介護施設の需要は変わらず。
２ ３
４ ５
